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今
年
度
以
降
予
定
し
て
い
る

建
設
事
業
の
中
で
金
額
の
大
き

な
も
の
は
、
左
記
の
３
つ
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
を
す
べ
て

行
っ
て
い
く
と
財
政
上
ど
の
よ

う
な
影
響
が
出
る
の
か
、
９
月

７
日
の
議
員
全
員
協
議
会
で
示

し
た
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
結
果
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

平
成
34
年
度
貯
金
ゼ
ロ
！　

　

ま
ず
、
グ
ラ
フ
１
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
こ
れ
は
平
成
28
年
度

の
決
算
額
を
も
と
に
、
通
常
行

う
事
業
に
追
加
し
て
３
つ
の
建

設
事
業
を
行
っ
た
場
合
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
平
成

29
年
度
は
歳
入
歳
出
が
同
じ
額

で
赤
字
と
な
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
平
成
30
年
度
以
降
は
毎

年
赤
字
が
発
生
。
そ
れ
を
補
う

た
め
に
貯
金
で
ま
か
な
い
収
支

を
合
わ
せ
ま
す
が
、
平
成
34
年

度
に
は
貯
金
が
底
を
つ
い
て
し

ま
い
ま
す
。

返
済
額
が
か
つ
て
な
い
６
億
へ

　

続
い
て
グ
ラ
フ
２
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
借
入
済
分
は
、
今
現
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古
平
町
！
貯
金
ゼ
ロ
ま
で
あ
と
５
年

古
平
町
！
貯
金
ゼ
ロ
ま
で
あ
と
５
年
!!!!　

借
金
の
額
も
危
険
水
準
へ

　

借
金
の
額
も
危
険
水
準
へ

火葬場　　　１億５８００万円
特養　　　　６億２０００万円
役場庁舎と文化会館　２３億円

【グラフ１】歳入歳出と基金のシミュレーション
（単位：億円）

※
財
政
調
整
基
金
：
町
が
余

裕
の
あ
る
と
き
に
積
み
立
て
、

不
足
す
る
場
合
に
取
り
崩
す

こ
と
で
財
源
を
調
整
す
る
た

め
の
貯
金
の
こ
と
。
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在
、
既
に
返
済
が
確
定
し
て
い

る
金
額
で
す
。

　

過
※

疎
債
は
平
成
30
年
度
以
降

毎
年
２
億
５
３
０
０
万
円
を
、

臨

※

財
債
は
毎
年
７
６
０
０
万
円

を
借
り
入
れ
る
と
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
た
場
合
の
返
済
額
。

公

※

住
債
は
今
現
在
建
設
中
の
清

川
団
地
に
か
か
る
返
済
額
で

す
。

　

火
葬
場
・
特
養
（
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
）・
役
場
庁
舎
・

文
化
会
館
は
そ
れ
ぞ
れ
を
建

て
た
場
合
に
生
じ
る
返
済
額

で
す
。
町
の
借
入
れ
る
場
合
は
、

最
初
の
３
年
間
を
利
息
分
だ
け

支
払
い
、
元
金
返
済
は
４
年
目

か
ら
と
な
る
た
め
、
４
年
後
か

ら
返
済
額
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

　

町
で
は
こ
れ
ま
で
、
返
済
額

が
年
間
４
億
円
以
下
と
な
る
よ

う
抑
え
て
き
ま
し
た
。表
で
は
、

平
成
32
年
度
ま
で
は
４
億
円
を

少
し
超
え
る
程
度
で
推
移
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
平
成
34
年

度
に
は
５
億
円
を
、
さ
ら
に
平

成
37
年
度
に
は
６
億
円
を
超
え

ま
す
。
町
で
過
去
一
番
返
済
額

が
大
き
か
っ
た
の
が
平
成
19
年

度
の
５
億
２
１
８
万
円
で
す
。

当
時
、
行
財
政
構
造
改
革
プ
ラ

ン
（
表
１
参
照
）
を
立
て
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
抑
制
等
を
行
い

返
済
額
の
財
源
を
捻
出
し
ま
し

た
。

　

も
し
仮
に
６
億
円
を
超
え
た

際
に
は
、
多
額
の
財
源
の
捻
出

等
が
必
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

古
平
町
の
今
後
の
対
策　

　

こ
れ
ら
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
か
ら
、
３
つ
の
建
設
事
業
を

同
時
に
行
う
こ
と
は
、
町
財
政

の
将
来
に
大
き
な
負
担
を
招
い

て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
も
し

こ
れ
ら
の
建
設
事
業
を
全
て
行

過
疎
債
（
過
疎
特
別
対

策
事
業
債
）
過
疎
地
域

の
市
町
村
に
認
め
ら
れ

た
も
の
で
、
返
済
額
の

７
割
が
地
方
交
付
税
と

し
て
国
か
ら
も
ら
え
る

有
利
な
借
金
。

臨
財
債
（
臨
時
財
政
対

策
債
）
地
方
交
付
税
が

足
り
な
い
分
を
国
に
代

わ
っ
て
町
が
借
金
す
る

も
の
。
後
に
国
か
ら
全

額
が
償
還
さ
れ
る
。

公
住
債
（
公
営
住
宅
建

設
事
業
債
）
公
営
住
宅

を
建
設
す
る
際
の
借

金
。

う
の
で
あ
れ
ば
、
他
の
事

業
を
削
減
す
る
こ
と
を
考

え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

町
で
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
と
い
う
悪
影
響
を

及
ぼ
さ
な
い
た
め
に
、
平

成
29
年
度
以
降
実
施
予
定

の
す
べ
て
の
事
業
を
、
精

査
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

行政

【グラフ２】町の借金返済シミュレーション
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先
月
号
で
は
介
護
保
険
制
度
の
概
要
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
今
月
号
で

は
８
月
１
日
か
ら
の
制
度
改
正
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
上
限
額
が
一
部

変
更

○
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
と

は
？

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

場
合
に
支
払
う
利
用
者
負
担
額

に
は
月
々
、
上
限
額
が
設
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
１
ヶ
月
に
支

払
っ
た
利
用
者
負
担
額
の
合
計

が
上
限
額
を
超
え
た
と
き
は
、

超
え
た
分
が
払
い
戻
さ
れ
る
制

度
で
す
。
負
担
の
上
限
が
【
表

１
】
の
と
お
り
一
部
変
更
と
な

り
ま
し
た
。

○
ど
ん
な
人
の
上
限
額
が
変
更

に
な
る
？

　

同
じ
世
帯
の
ど
な
た
か
が
町

民
税
を
課
税
さ
れ
て
い
る
世
帯

の
方
で
、
具
体
的
に
は
次
の
２

つ
が
あ
り
ま
す
。

・
年
収
３
８
３
万
円
未
満
の
単

　

身
世
帯

・
年
収
５
２
０
万
円
未
満
の
２
人
以
上
の

　

世
帯

○
３
年
間
の
時
限
措
置
が
あ
る

　

今
回
の
変
更
で
は
、
同
じ
世
帯
す
べ
て

の
65
歳
以
上
の
方
（
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
い
な
い
方
を
含
む
）
の
利
用
者
負
担
割

合
が
１
割
の
場
合
は
、
年
間
の
上
限
額
は

３
年
間
に
限
り
こ
れ
ま
で
ど
お
り
で
す
。

第
２
号
被
保
険
者（
40
～
64
歳
）の
保
険
料

が
総
報
酬
割
に

○
総
報
酬
割
に
な
る
と
…
？

　

厚
生
労
働
省
の
試
算
に
よ
る
と
平
成
32

年
度
に
は
、
健
康
保
険
組
合
に
加
入
す
る

大
企
業
の
従
業
員
ら
は
１
人
あ
た
り
月
平

均
７
２
７
円
、
共
済
組
合
に
加
入
す
る
公

務
員
ら
は
同
１
９
７
２
円
負
担
が
増
え
ま

す
。
一
方
、「
協
会
け
ん
ぽ
」
に
加
入
す

る
中
小
企
業
の
従
業
員
ら
は
同
２
４
１
円

減
る
見
込
み
で
す
。
介
護
保
険
料
は
企
業

と
従
業
員
が
折
半
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
実
際
の
従
業
員
個
人
の
負
担
額
は
こ
れ

ら
の
増
減
の
半
額
に
な
り
ま
す
。

行政
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８
月
９
日
、
平
成
29
年

度
第
１
回
古
平
町
立
診
療

所
運
営
協
議
会
が
行
わ
れ
、

事
務
局
で
あ
る
保
健
福
祉

課
か
ら
平
成
28
年
度
の
患

者
数
や
決
算
状
況
な
ど
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

述
べ
患
者
数
は
１
万
人
を
突
破
!!

　

患
者
数
は
平
成
25
年
度
以
来
の
１
万
人

を
突
破
。
１
日
あ
た
り
の
平
均
患
者
数
も
、

こ
こ
４
年
間
で
過
去
最
高
と
な
り
、
新
病

院
へ
の
順
調
な
移
行
が
で
き
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
（
表
１
・
表
２
）。
ま
た
患
者

の
診
療
科
目
は
内
科
、
外
科
、
整
形
外
科

で
全
体
の
８
割
を
占
め
る
結
果
で
し
た

（
図
１
）。

運
営
費
用
は
約
１
億
５
５
０
０
万
円

　

町
で
は
運
営
を
指
定
管
理
者
と
し
て
医

①医師住宅の新築

町立診療所の医師確保や入

院診療体制の確立のために、

診療所敷地内に医師用住宅を

建設するものです。

②スプリンクラー設備の整備

消防法が改正され、スプリ

ンクラーの設置が義務化され

たことに伴う整備です。

③デジタルエックス線ＴＶシ

ステムの更新

デジタルエックス線ＴＶシ

ステムとは、現在有している

レントゲン装置とバリウム検

査の使用する機器の両方の機

能を有するもので、平成２８

年度に整備したエックス線Ｃ

Ｔ装置と互換性のあるものへ

の更新です。

④病室用ベッド等の更新

全病床の半分の９台を更新

し、残り半分は平成３０年度

に更新予定です。

⑤冷暖房設備の更新

現在の冷暖房が老朽化した

ことによる更新です。

⑥連動昇降式平行棒の購入

短期入所療養介護事業の機

能訓練用の備品である連動昇

降式降 平行棒を購入予定です。

療
法
人
恵
尚
会
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
に
町
立
診
療
所
を
運
営
す

る
た
め
に
か
か
っ
た
費
用
は
、
１
年
間
で

１
億
５
５
１
４
万
６
０
２
６
円
で
、
こ
の

う
ち
の
約
８
４
０
０
万
円
が
開
設
準
備
や

診
療
設
備
を
整
え
る
た
め
の
経
費
で
し
た
。

ま
た
赤
字
補
て
ん
の
た
め
に
、
同
法
人
に

支
払
っ
た
指
定
管
理
料
は
６
６
９
４
万
２

０
０
０
円
で
し
た
。
平
成
29
年
度
は
設
備

経
費
の
圧
縮
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
１
億

１
０
０
０
万
円
の
運
営
費
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

短
期
入
所
療
養
介
護
の
開
始

　

短
期
入
所
療
養
介
護
と
は
、
要
介
護
・

要
支
援
の
方
が
、
短
期
間
入
所
し
医
療
的

な
見
地
か
ら
、
治
療
や
介
護
、
機
能
訓
練

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

７
月
７
日
か
ら
入
院
病
棟
を
利
用
し
、

こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
運
営
を
開
始
。
同
月
18

日
か
ら
、
実
際
に
町
民
が
利
用
し
て
い

延べ患者数 10,000 人突破！
～古平町立診療所 海のまちクリニックの初年度～

ま
す
。

町
民
か
ら
の
要
望
に
対
応

　

昨
年
度
の
地
域
懇
談
会
で
要
望
が
あ
っ

た
、
診
療
時
間
外
に
お
け
る
留
守
番
電
話

の
ア
ナ
ウ
ン
ス
や
、
待
合
所
の
椅
子
を
背

も
た
れ
付
き
に
変
更
す
る
こ
と
な
ど
に
も

対
応
し
ま
し
た
。

役場
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◆
分
別
を
初
め
て
１
年

　

昨
年
の
７
月
か
ら
集
め
始
め

た
ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー
パ
ー
で
す
が
、

そ
れ
か
ら
丸
１
年
以
上
が
経
ち

ま
し
た
。
今
月
は
こ
の
１
年
間

の
ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー
パ
ー
を
巡
る

状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

◆
ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー
パ
ー
と
は
？

　

す
で
に
分
別
回
収
し
て
い
る

新
聞
紙
（
広
告
）・
雑
誌
・
ダ

ン
ボ
ー
ル
・
牛
乳
パ
ッ
ク
以
外

の
紙
で
、
汚
れ
て
い
た
り
、
匂

い
が
つ
い
て
い
た
り
し
な
い
も

の
で
す
。

◆
分
別
を
始
め
た
き
っ
か
け

　

現
在
、
古
平
町
で
は
収
集
し

た
ご
み
を
処
分
し
て
も
ら
う
た

め
に
、
北
し
り
べ
し
廃
棄
物
処

理
広
域
連
合
に
ご
み
の
量
に
応

じ
た
お
金
を
払
っ
て
い
ま
す
。

ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー
パ
ー
を
分
別

し
、
燃
え
る
ご
み
の
量
を
減
ら

す
こ
と
で
、
同
広
域
連
合
へ
支

払
う
お
金
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
？
ま
た
町

民
全
体
の
リ
サ
イ
ク
ル
意
識
の

向
上
や
資
源
の
有
効
活
用
を
行

い
た
い
！
こ
の
２
つ
の
考
え
か

ら
検
討
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
燃
え
る
ご
み
の
内
、
ど

れ
く
ら
い
の
量
が
ミ
ッ
ク
ス

ペ
ー
パ
ー
な
の
か
を
調
査
す
る

た
め
、
平
成
27
年
末
に
役
場
関

係
職
員
に
30
日
間
、
家
庭
か
ら

出
る
燃
え
る
ご
み
と
ミ
ッ
ク
ス

ペ
ー
パ
ー
を
分
別
を
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー

パ
ー
の
割
合
は
11
・
38
％
と
な

り
、
こ
れ
を
町
全
体
で
考
え
る

と
約
２
１
０
万
円
の
費
用
削
減

が
見
込
ま
れ
る
と
試
算
し
ま
し

た
。

　

ま
た
効
率
的
な
事
業
実
施
の

た
め
に
、
こ
の
調
査
と
同
時

に
後
志
管
内
の
町
村
に
対
し
、

ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー
パ
ー
の
回
収
方

法
や
事
業
実
施
を
行
う
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
調
査
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー
パ
ー
を
回

収
・
再
資
源
化
す
る
に
し
て
も
、

様
々
な
費
用
が
発
生
し
ま
す
。

役場

ダ
ン
ボ
ー
ル
・
雑
誌
な
ど
は
ミ
ッ
ク
ス

ダ
ン
ボ
ー
ル
・
雑
誌
な
ど
は
ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー
パ
ー
で
捨
て
な
い
で
!!
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回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
購
入
代
金
、

回
収
業
者
や
リ
サ
イ
ク
ル
業
者

へ
の
委
託
料
な
ど
で
す
。
試
算

で
は
こ
れ
ら
の
費
用
と
削
減
額

が
同
程
度
に
な
る
と
推
計
し
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
前
段
で
述
べ

た
と
お
り
町
民
全
体
の
リ
サ
イ

ク
ル
意
識
を
向
上
さ
せ
、
ご
み

の
減
量
や
再
資
源
化
を
目
指

し
た
い
と
い
う
考
え
の
も
と
、

ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー
パ
ー
の
収
集
事

業
を
開
始
し
ま
し
た
。

◆
１
年
で
16
㌧
!!
し
か
し
…

　

昨
年
の
７
月
か
ら
収
集
を
始

め
、
１
年
間
で
16
㌧
以
上
の

ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー
パ
ー
が
集
ま
り

ま
し
た
。
１
ヶ
月
の
平
均
収
集

量
は
１
３
８
２
㎏
で
、
町
民
を

３
１
５
０
人
と
す
る
と
、
毎
月

１
人
約
４
４
０
ｇ
出
し
て
い
る

計
算
に
な
り
ま
す
。

　

当
初
の
推
計
で
は
１
人
１
ヶ

月
あ
た
り
、
１
㎏
を
超
え
る
量

の
ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー
パ
ー
が
集
ま

る
と
予
測
し
て
い
た
た
め
、
目

標
と
し
て
い
た
燃
え
る
ご
み
の

削
減
量
ま
で
は
達
し
て
い
ま
せ

ん
。

◆
ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー
パ
ー
以
外
も

　

収
集
量
が
予
想
よ
り
少
な
い

こ
と
の
他
に
、
ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー

パ
ー
以
外
の
ご
み
（
不
純
物
）

が
、
回
収
ボ
ッ
ク
ス
内
に
入
っ

て
い
る
こ
と
も
課
題
と
し
て
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

　

不
純
物
の
中
で
一
番
多
い
の

が
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
、
こ
れ
に
続

い
て
雑
誌
や
一
般
ご
み
が
入
っ

て
い
る
こ
と
が
毎
月
必
ず
見
受

け
ら
れ
ま
す
。
不
純
物
が
混
じ

る
と
収
集
員
の
方
は
本
来
回
収

ボ
ッ
ク
ス
を
集
め
る
だ
け
で
い

い
は
ず
が
、
そ
こ
か
ら
更
に
分

別
を
す
る
と
い
う
手
間
が
発
生

し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ

り
余
計
な
費
用
も
発
生
し
て
し

ま
っ
て
い
ま
す
。

◆
分
別
す
る
メ
リ
ッ
ト

　

ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー
パ
ー

を
捨
て
る
時
に
有
料
の

ご
み
袋
は
使
い
ま
せ

ん
。
ま
た
分
別
す
る
こ

と
で
、
家
庭
で
も
ゴ
ミ

を
出
す
回
数
を
減
ら
し

た
り
、
中
サ
イ
ズ
の
ご
み
袋
か

ら
小
サ
イ
ズ
の
ご
み
袋
に
変
更

で
き
る
な
ど
、
ご
み
袋
に
か
か

る
お
金
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
集
め
た
ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー

パ
ー
は
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

に
再
資
源
化
さ
れ
る
の
で
資
源

の
有
効
活
用
に
も
繋
が
り
ま
す
。

◆
町
か
ら
の
お
願
い

　

町
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、

ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー
パ
ー
を
分
別
す

る
意
義
を
理
解
し
て
い
た
だ

き
、
改
め
て
正
し
い
分
別
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
お
問
合
せ
☎
42-

２
１
８
１

　
　

役
場
民
生
課
環
境
対
策
係

役場

       

    

 

 

 

 

×出してはいけない紙××出してはいけない紙×

○だしても良い紙○○だしても良い紙○

月 重　量 不純物
7月 1,260 40
8月 1,780 50
9月 1,390 111
10月 1,260 63
11月 1,220 15
12月 1,170 5
1月 1,580 121
2月 1,160 60
3月 1,410 23
4月 1,780 60
5月 1,170 11
6月 1,400 4
合計 16,580 563

月平均 1,382 47

断面が波状になって

いるものが段ボール。

わからない場合は紙を

ちぎってみて下さい。

月ごとの収集量（kg）
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○
秋
の
ヒ
グ
マ
注
意
特
別
期
間

　

９
月
２
日
（
土
）
～
10
月
31
日
（
火
）

○
あ
な
た
が
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

　

・
事
前
に
ヒ
グ
マ
の
出
没
情
報
を
確
認

　
　

す
る

　

・
一
人
で
は
野
山
に
入
ら
な
い

　

・
野
山
で
は
音
を
出
し
な
が
ら
歩
く

　

・
薄
暗
い
と
き
に
は
行
動
し
な
い

　

・
フ
ン
や
足
跡
を
見
た
ら
引
き
返
す

　

・
食
べ
物
や
ゴ
ミ
は
必
ず
持
ち
帰
る

○
今
年
度
の
古
平
町
ヒ
グ
マ
目
撃
情
報
等

・
５
月
１
日(

鴨
居
木)

旧
小
田
嶋
組
資

材
置
き
場
裏(

足
跡)

・
５
月
９
日(

沖

町)

砂
防
ダ
ム(

フ
ン)

・
６
月
５
日(

本

陣)

野
村
養
殖
場(

目
撃
）・
７
月
３
日

(

歌
棄)

稲
沢
橋(

目
撃)

・
８
月
10
日

(

歌
棄)

町
営
牧
場
交
差
点(

目
撃)

・

８
月
16
日(

廻
り
淵)

旧
ゴ
ミ
処
理
場
入

口(

フ
ン)

・
８
月
17
日(

鴨
居
木)

木

村
陽
一
さ
ん
水
田
付
近(

目
撃)

　

キ
ノ
コ
採
り
等
で
ヒ
グ
マ
に
遭
遇
し
た

方
の
２
人
に
１
人
が
死
亡
し
て
い
ま
す
。

秋
に
な
る
と
キ
ノ
コ
採
り
等
で
野
山
に
入

る
機
会
が
増
え
る
と
思
い
ま
す
が
、
野
山

に
入
る
時
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
合
せ
先

　

後
志
総
合
振
興
局　

環
境
生
活
課　
　

　
　

☎
０
１
３
６-

23-

１
３
５
４　
　

　

役
場　

産
業
課　

農
政
係

　
　

☎
42-

２
１
８
１
（
内
線
45
）

　

現
在
お
使
い
に
な
っ
て
い
る
重
度
心
身

障
が
い
者
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
受

給
者
証
の
有
効
期
限
は
、
９
月
30
日
ま
で

で
す
。

○
所
得
状
況
に
よ
り
負
担
区
分
が
変
更
に

　

な
り
ま
す
の
で
、
前
年
中
の
所
得
判
定

　

を
し
た
の
ち
、
新
し
い
受
給
者
証
を
９

　

月
末
ま
で
に
郵
送
い
た
し
ま
す
。

　

※
過
去
に
手
続
き
を
さ
れ
て
い
る
世
帯

　
　

は
、
改
め
て
更
新
の
手
続
き
は
必
要

　
　

あ
り
ま
せ
ん
。

○
平
成
29
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入
さ
れ

　

た
方
が
い
る
世
帯
は
、
前
住
所
地
で
の

　

所
得
課
税
証
明
書
を
提
出
し
て
い
た
だ

　

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
万
一
、
10
月
に
な
っ
て
も
新
し
い
受
給

　

者
証
が
届
か
な
い
場
合
は
、
恐
れ
入
り

　

ま
す
が
左
記
ま
で
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

　

な
お
、
子
ど
も
医
療
費
受
給
者
証
は
、

有
効
期
限
が
15
歳
又
は
18
歳
到
達
の
年
度

末
ま
で
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
更
新

は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
お
問
合
せ
先

　

役
場　

民
生
課　

健
康
保
険
係

　
　

☎
42-

２
１
８
１
（
内
線
39
・
57
）

　

平
成
30
年
度
か
ら
使
用
す
る
小
学
校
用

教
科
用
図
書
（
特
別
の
教
科　

道
徳
）
の

採
択
に
つ
い
て
、
北
海
道
第
４
地
区
教
科

書
採
択
教
育
委
員
会
協
議
会
（
小
樽
市
を

除
く
後
志
管
内
19
町
村
で
構
成
）
に
お
い

て
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
採
択
に
関
す
る
資
料
を
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
閲
覧
す
る
際
に
は
、
閲
覧
簿
に

閲
覧
日
、
氏
名
、
住
所
等
を
記
入
し
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
資
料
の
複
写
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
有
料
で
写
し
を
交
付
し
ま
す
の
で

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

【
閲
覧
期
間
】

　

平
成
29
年
９
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
　
　

平
成
34
年
３
月
31
日
ま
で

【
閲
覧
時
間
】

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

　
　

（
土
・
日
及
び
祝
日
を
除
く
）

【
閲
覧
場
所
】

　

古
平
町
教
育
委
員
会
管
理
係

　
　

（
古
平
町
文
化
会
館
内
）

【
閲
覧
資
料
】

　

①
協
議
会
委
員
一
覧

　

②
調
査
委
員
一
覧

　

③
調
査
研
究
報
告
書

　

④
採
択
理
由

　

⑤
採
択
結
果

　

⑥
議
事
録

　

左
の
ど
ち
ら
か
の
要
件
に
該
当
す
る
場

合
、
有
料
道
路
（
高
速
道
路
等
）
の
通
行

料
金
が
割
引
（
半
額
）
に
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
登
録
で
き
る
自
動
車
は
障
が
い
者

お
１
人
に
つ
き
１
台
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
を
ご
利
用
さ
れ
て
い
る

場
合
も
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
ご
利
用
可

能
と
な
る
ま
で
２
週
間
程
度
か
か
り
ま
す
。

〈
要
件
〉

①
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
方
が

　

運
転
さ
れ
る
場
合

②
障
が
い
者
ご
本
人
以
外
の
方
が
運
転
さ

　

れ
、
障
が
い
者
ご
本
人
が
同
乗
さ
れ
る

　

場
合

　

身
体
障
害
者
手
帳
第
１
種
又
は
療
育
手

　

帳
第
１
種
を
持
っ
て
い
る
方

　

（
※
障
が
い
者
ご
本
人
が
同
乗
さ
れ
て

　

い
な
い
場
合
は
割
引
の
対
象
外
）

〈
申
請
に
必
要
な
書
類
〉

各
障
害
者
手
帳
、
車
検
証
、
運
転
免
許
証

※
Ｅ
Ｔ
Ｃ
を
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
Ｅ
Ｔ

　

Ｃ
カ
ー
ド
（
障
が
い
者
ご
本
人
名
義
の

　

も
の
）、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
の
管
理
番
号

　

が
確
認
で
き
る
も
の

〈
申
請
・
お
問
合
せ
先
〉

　

保
健
福
祉
課　

障
害
者
支
援
係

　
　

☎
42
‐
２
１
８
２
（
内
線
11
）

お知らせ

秋
は
ヒ
グ
マ
に
注
意
!!

医
療
費
受
給
者
証
の
更
新
に
つ
い
て

学
校
用
教
科
用
図
書
の
採
択
結
果
の

閲
覧
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
申
請
を

し
て
い
な
い
方
は
申
請
し
て
下
さ
い

有
料
道
路
通
行
料
金
割
引
制
度
が
あ
り
ま
す
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会
で
は
貞
村
町
長
が
「
今
日
と
い
う
日

を
元
気
に
迎
え
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
の
振
興
・
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
こ
と
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
米

寿
・
喜
寿
85
人
の
う
ち
代
表
４
人
に
町
長

か
ら
特
別
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
出
席
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

今
年
１
０
０
歳
の
若
松
ふ
じ
ゑ
さ
ん
に
は

内
閣
総
理
大
臣
か
ら
の
銀
杯
と
表
彰
状
、

町
か
ら
の
記
念
品
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
古
平
小
５
～
６
年
生
に

よ
る
た
ら
つ
り
節
踊
り
や
、
老
人
ク
ラ
ブ

南
寿
会
に
よ
る
唄
や
舞
踊
な
ど
が
披
露
さ

れ
、
参
加
者
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

９
月
14
日
、
文
化
会
館
で
敬
老
会
が
開

催
さ
れ
、
約
１
５
７
人
が
参
加
し
長
寿
を

祝
い
ま
し
た
。
敬
老
会
は
お
年
寄
り
の
健

康
と
長
寿
を
祝
う
と
と
も
に
町
発
展
の
た

め
に
長
年
尽
力
さ
れ
た
方
の
労
を
ね
ぎ
ら

う
た
め
に
毎
年
開
催
し
て
お
り
、
今
年
度

の
対
象
者
は
、
昭
和
16
年
12
月
31
日
以
前

に
生
ま
れ
た
数
え
年
77
歳
以
上
の
７
４
０

人
で
す
。 １

５
７
人
の
参
加
者
が
長
寿
を
祝
う

１
５
７
人
の
参
加
者
が
長
寿
を
祝
う

高　齢　者　番　付　表
西東

貞村町長から米寿・喜寿の特別記念品を代表して受け取る
４人

紀寿を迎えた若松ふじゑさん
長生きの秘訣はおしゃべりすることやたく
さん食べることと話してくれました。

喜寿　首藤源輔さん 喜寿　大原れいさん

米寿　荒関ハナさん 米寿　田岸謹一さん

平
成
29
年
度  

敬
老
会 

開
催

町内会名 年齢 氏    名 番付 氏    名 年齢 町内会名
沢江町 102 田澤正吉 横綱 加藤定光 101 旭町
港町 100 逸見ツネ 張横 若松ふじゑ 100 旭町
旭町 98 渡邊　静 大関 成田キミ 98 浜五
浜三 97 山口悦子 張大 白岩シナ 97 入船町
銀座 97 青木スワ 関脇 山本アイ 97 新地町
浜三 97 大堀イチ 小結 大和田ヱイ 96 浜五
丸山町 96 山﨑ヤナ 前頭 鎌田ヤヘ 96 栄町
本町 96 山貝　保 前頭二 近江愛子 96 沖町
旭町 95 髙間フミ子 前頭三 松尾はな子 95 港町
丸山町 95 上田キヨ 前頭四 小野寺ハル 95 浜五
港町 95 阿部　愛 前頭五 中村ユキ 95 御崎町
浜三 95 茂野マツ 前頭六 久保田れい子 95 本町
本町 94 修理シヅヱ 前頭七 木村トミ 94 旭町
港町 94 堀　勝治 前頭八 本間君子 94 浜三
港町 94 横川幸男 前頭九 柳沼儀雄 94 本町
本陣 94 伊藤チヱ 前頭十 伊東ミヨ 94 旭町
鴨居木 94 今泉富子 前頭十一 本間トワ 94 港町
旭町 94 小鹿エク 前頭十二 松原サツ 93 浜三
丸山町 93 本間フミ 前頭十三 石黑鬼佐子 93 港町
入船町 93 竹本美代子 前頭十四 鳶根　潔 93 本町
銀座 93 福井のふ子 前頭十五 中村勝藏 93 浜三
本町 93 西村静子 前頭十六 東納ミドリ 93 御崎町
浜三 93 菊地ヨシヱ 前頭十七 京谷キミ 92 浜三
旭町 92 村本政次郎 前頭十八 和泉ひな 92 旭町
浜三 92 本間シヅヱ 前頭十九 大橋フヂヱ 92 浜三

（注）年齢は満年齢 敬老会（平成29年9月14日）現在

町の出来事
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盆踊り大会

様 々な仮装で矢倉を囲む
　町内の高齢者関係の施設などが組織する古平町高齢
者施設連絡協議会主催の「盆踊り大会」が８月１６日、地
域福祉センター前の駐車場で行われました。町の伝統文
化を施設の利用者に楽しんでもらうため毎年開催されて
います。
　大会には施設の利用者やその職員、地域住民ら約１５
０人が参加。かき氷や射的などの出店も並びました。
大会では古平正調越後盆踊り保存会による踊りや演奏の
協力のもと、参加者は着物など様々な衣装を身にまとい、
矢倉を囲みました。周りの観客も笛や太鼓に合わせ、手拍
子で盛り上げていました。
　パフォーマンス賞を受賞した青木
スワさんは「受賞できて嬉しい。体を
動かしてお腹のあたりがふわふわしま
す」と笑顔で話してくれました。

浜町お達者クラブ

相 談しながら真剣に小物づくり
　浜町地区のお達者クラブが８月２３日、地域福祉セン
ターで行われ住民ら１０人が参加しました。
　お達者クラブは高齢者の介護予防と閉じこもりを防止
するために毎月開催されており、内容も参加者たちで話
し合って決めています。
　今回の活動では小物づくりを行いました。参加者は小
物入れやメガネスタンド、ミニタンスから作りたいもの
を選び、相談や確認をしながら真剣に作業に取り組んで
いました。
　参加した野澤俊子さんは「みんなの手を借りて作るこ
とができた。ものづくりが好きなのでとても楽しかっ
た」と笑顔で話してくれました。

小物づくりのようす

れい明の里町内会　清掃ボランティア

盆 明け毎年集まる大量のごみ
　古平福祉会の知的障害者施設などで構成される「れい
明の里町内会」が８月２６日、浜町地区の墓地でごみや
枯れた花等を片付ける清掃ボランティアを行いました。
　同ボランティアはお盆が過ぎたこの時期に毎年行って
おり、今年で３５回目の開催です。
　施設の利用者やその職員など３２人は、枯れた花以外
にもペットボトルや食品のビニール袋などを１時間以上
にわたり集めました。そのゴミの量は軽トラックには積
みきれないほどでした。
　参加した冨山哲さんは「ごみの量
が多くとても大変だった」と話して
くれました。 ごみを拾う参加者

上　盆踊り大会の様子　　下　盆踊りの参加者ら

集まった大量のごみ

１6
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水上バイク隊（消防団員）職員合同水難救助訓練

水 上バイク隊発足、初の合同訓練
　８月１日に発足した古平消防団水上バイク隊（高野俊
和団長）と北後志消防組合古平支署（中島信二支署長）
の初めての合同訓練が２７日、古平漁港内で行われ、約
３０人が参加しました。職団員間の情報伝達や連携強化
が目的で、海岸の遊泳者が岸まで戻れない想定で行われ
ました。
　訓練は通報を受け出動した消防職員が単独では救出困
難と判断。水上バイク隊を要請し要救助者を陸上まで移
送後、救急隊の職員へ引き継ぐというものでした。この
他、水上バイク隊が現場に居合わせた想定など計３回訓
練しました。
　高野団長は「水難事故発生時は、
機動力を活かした活動を期待してい
る。今後も消防職員と連携を密にし
て、知識・技術の向上に努めてもら
いたい」と団員を激励しました。

プールでウォーキングをする参加者たち

訓練の
ようす

ヒラメ稚魚放流事業

５ 万を超える稚魚、古平沖へ放流
　８月３０日、東しゃこたん漁協が古平港沖でヒラメの稚
魚５１，２５０尾を海へ放流する事業を行い、地元の漁師
や後志北部水産指導所などの関係者約３０人が集まりま
した。この事業は資源の維持増大や漁家経営の安定化の
ために、毎年行われています。
　稚魚は公益社団法人北海道栽培漁業振興公社の羽幌
事業所で、卵から５ｃｍほどの大きさになるまで育てら
れ、古平まで運送。そこから４隻の船に分けて古平港の沖
合で放流されました。漁師さんの中には「今年のヒラメは
活きがいい」と話している人もいました。ヒラメの稚魚は
およそ２～３年かけて漁獲できる大きさに成長します。

プールウォーキング

音 楽に合わせて楽しくダンス
　８月２５日、９月１日の２日間、Ｂ＆Ｇ海洋センターで
プールウォーキングが行われ、町民７人が参加しました。
　プールウォーキングは札幌から招いた講師の指導のも
と、２５ｍプールを様々な歩き方で往復後、音楽に合わせ
てダンスを行うというものでした。講師は「お腹をへこま
せたり、足を引き締める効果があります」と説明し参加者
を盛り上げ、プール中に楽しそうな笑い声が響いていまし
た。
　参加した八戸美喜子さんは「水の中でいろいろ踊って
楽しかった」と話してくれました。

30
８
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ふるびら通学合宿

朝 ６時起床し、夜９時半に就寝
　９月４日から３泊４日の日程でふるびら通学合宿が行わ
れ、小学４～６年生の１７人が参加しました。子ども達が
一定期間親元を離れて学校に通う活動で、規則正しい生
活や学習習慣を身に付けるために行われ、今年で７年目
の開催です。
　合宿中、子ども達はスマートフォンや携帯ゲームなどで
は遊べず、朝６時に起床し夜９時半に就寝。会場の漁港
会館から徒歩で登下校を行い規則正しい生活を送りまし
た。
　参加した６年生の土谷南海さんは「いつも遅く寝ている
ので、スケジュールを守り規則正しく生活したい」と話して
くれました。

幼児センター運動会

元 気いっぱい駆け回る
　幼児センターの運動会が９月３日、みどり公園
で行われ、保護者や地域の人々など大勢の観客
が、園児たちを温かく見守りました。開会式で野
島所長が「練習の成果をすべて出せるよう頑張り
ましょう」と子ども達に呼びかけ競技開始。４５
人の園児たちは、かけっこや玉入れ、紅白リレー
などに一生懸命取り組みました。また来賓や保護
者、古平小学校の小学生も参加し、地域住民が一
体となって運動会を盛り上げていました。今年の
運動会は紅組３点白組４点で、白組が勝利し幕を
閉じました。

３
9
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自
衛
官
候
補
生
（
男
子
・
女
子
）
を
募

集
し
ま
す
。
自
衛
官
の
仕
事
内
容
や
採
用

試
験
に
関
す
る
事
務
所
説
明
会
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
そ
の
他
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
案

内
も
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
電
話
く
だ
さ
い
。
細
部
応
募
資
格
等
に

つ
い
て
は
左
記
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
合
せ
先

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　

小
樽
地
域
事
務
所

　

小
樽
市
稲
穂
２-

22-

４
樽
石
ビ
ル
２
Ｆ

　
　

☎
０
１
３
４-

22-

５
５
２
１

　

秋
サ
ケ
の
来
遊
と
と
も
に
、
秋
サ
ケ
の

採
捕
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
河
口
付
近
等
の

海
面
や
、
内
水
面
で
の
密
漁
は
毎
年
後
を

絶
た
ず
、
取
締
機
関
に
よ
る
検
挙
者
も
多

数
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
道
で
は
９
月
１
日
～
10
月

31
日
を
「
秋
サ
ケ
密
漁
防
止
月
間
」
と
定

め
、
密
漁
の
未
然
防
止
の
た
め
啓
発
活
動

を
行
う
と
と
も
に
、
取
締
機
関
や
民
間
団

体
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
巡
回
パ
ト
ロ
ー

ル
や
指
導
取
締
り
等
の
活
動
を
行
う
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

　

住
民
の
み
な
さ
ん
も
、
秋
サ
ケ
資
源
の

保
護
と
密
漁
の
撲
滅
に
向
け
た
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
密
漁

国
や
道
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

９
月
10
月
は
秋
サ
ケ
密
漁
防
止
月
間

で
す

者
を
見
つ
け
た
場
合
は
、
最
寄
の
警
察
著

や
後
志
総
合
振
興
局
水
産
課
、
漁
協
な
ど

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
河
口
付
近
の
海
面
や
内
水
面
に
お
い
て
、

　

サ
ケ
・
マ
ス
を
採
捕
す
る
こ
と
は
、
禁

　

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
こ
れ
に
違
反
し
て
採
捕
し
た
サ
ケ
・
マ

　

ス
（
卵
を
含
む
。
）
や
そ
の
製
品
は
所

　

持
ま
た
は
販
売
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

○
海
面
・
内
水
面
に
か
か
わ
ら
ず
、
ひ
っ

　

か
け
釣
り
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
違
反
者
は
、
そ
の
内
容
に
応
じ
て
最
高

　

で
懲
役
３
年
・
罰
金
２
０
０
万
円
の
罰

　

則
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

◇
お
問
合
せ
先

　

北
海
道
水
産
林
務
部
水
産
局
漁
業
管
理

　

課
サ
ケ
マ
ス
・
遊
漁
内
水
面
グ
ル
ー
プ

　
　

☎
０
１
１-

２
０
４-

５
４
８
５

　

差
押
物
件
の
合
同
公
売
会
（
オ
ー
ク
シ

ョ
ン
）
を
実
施
し
ま
す
。
参
加
に
は
印
鑑

（
法
人
は
代
表
者
印
）
・
運
転
免
許
証
な

ど
の
身
分
証
明
書
・
買
受
代
金
（
現
金
）

が
必
要
で
す
。
掘
り
出
し
物
も
多
数
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
合
せ
先

　

後
志
総
合
振
興
局

　

小
樽
道
税
事
務
所
納
税
課

　
　

☎
０
１
３
４-

23-

９
４
４
３

　

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
に
関
し
て
、

津
波
防
災
地
域
づ
く
り
講
演
会
in
小
樽

し
り
べ
し
地
方
税
合
同
公
売
会
in
小
樽

（
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
）
開
催
の
お
知
ら
せ

各
種
自
衛
官
等
の
募
集

地
域
住
民
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時　

10
月
23
日(

月)

14
～
16
時
40
分

○
場
所　

小
樽
市
民
セ
ン
タ
ー

○
申
込　

当
日
参
加
申
込
も
承
り
ま
す
が

　
　
　
　

会
場
の
都
合
上
な
る
べ
く
事
前

　
　
　
　

申
込
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
　

http://www.hoctec.or.jp/

　

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
１-

７
１
１-

２
６
３
０

◇
お
問
合
せ
先

　

北
海
道
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
１
１-

７
１
１-

２
３
０
０

　

ミ
ニ
ト
マ
ト
な
ど
の
農
作
物
を
狙
う
野

荒
ら
し
被
害
が
多
発
し
て
お
り
ま
す
。
不

審
車
両
な
ど
を
目
撃
し
た
際
は
情
報
提
供

を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
お
問
合
せ

　

余
市
警
察
署
警
務
課
管
理
係

　
　

☎
０
１
３
５-

２
２-

０
１
１
０

　

毎
月
第
３
水
曜
日
に
無
料
法
律
相
談
所
を

開
設
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

○
日
時　

10
月
18
日
（
水
）
午
後
１
時
～

○
場
所　

余
市
町
中
央
公
民
館
２
Ｆ

　

相
談
時
間
は
１
人
30
分
ま
で
で
、
事
前
予

約
が
必
要
で
す
。

◇
お
問
合
せ
先

　

役
場 

民
生
課 

福
祉
係 
☎
42-

２
１
８
１

《
医
科
》

◇
10
月
１
日
（
日
）

　

勤
医
協
余
市
診
療
所

  　
　
　
　
　
　

  

（
☎
22-

２
８
６
１
）

◇
10
月
８
日
（
日
）

　

な
が
い
小
児
科
医
院

　
　
　
　
　
　
　

  

（
☎
23-

６
８
８
１
）

◇
10
月
９
日
（
月
）

　

田

中

内

科

医

院　

            　
　

（
☎
22-

６
１
２
５
）

◇
10
月
15
日
（
日
）

　

佐
野
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
22-

７
０
０
１
）

◇
10
月
22
日
（
日
）

　

林

病

院

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
22-

５
１
８
８
）

◇
10
月
29
日
（
日
）

　

よ
い
ち
北
川
眼
科
医
院　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
22-

１
３
０
８
）

※
当
番
医
の
診
療
時
間
は
９
時
～
17
時

　

ま
で
で
す
。

※
夜
間
に
つ
い
て
は
余
市
協
会
病
院
で
急

　

患
に
限
り
診
療
し
て
お
り
ま
す
。

診
療
時
間　

午
後
６
時
～
翌
日
午
前
７
時

診
療
科
目　

内
科
、
小
児
科
、
外
科
、

  　
　
　
　

整
形
外
科

野
荒
ら
し
に
注
意
！

無
料
法
律
相
談
の
ご
案
内

情報

10
月
の
休
日
当
番
病
院
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　平成２９年８月から、カナダのトロント出身

のホーキンス・デバンさんが外国語指導助手（Ａ

ＬＴ）として小・中学校で英語の指導をします。

ホーキンス・デバンさんの自己紹介

　Hel lo Everyone!（みなさんこんにちは！）

古平町に来ることが出来て嬉しいです！

Ｑ　古平町はどんな印象ですか？

Ａ　私は、古平は自然がきれいな町だと思いま

す。トロントには高い山やキラキラした海があ

りませんでした。それにもう優しい人にたくさ

ん会いました。

古平のライフスタイルに早く慣れたいです。

Thank you for bringing me to Furubira!（古平

へ呼んでくれてありがとうございます！）

Ｑ　どんなことを頑張りたいですか？

Ａ　はじめての一人暮らしだから、毎日和食

を作ってみたり、日常会話レベルの日本語を

話せるように頑張りたいです。I ’ll try anything 

once!（何にでも挑戦してみたいです！）

新外国語指導助手（ＡＬＴ）

ホーキンス ・ デバンさん

Ｑ　どんな職員になりたいですか？

Ａ　信頼されて、誰からも好かれる職員になりた

いです。You can count on me!（私に期待してく

ださい！）

Ｑ　町民としては古平で何をしたいですか？

Ａ　まず剣道を練習して、初段を目指したいです。

他にも皆さんと一緒に、マラソンをしたり、泳い

だり色々なスポーツがしたいです。他にもゲーム

やお酒も好きです。

　英語を勉強したい人や趣味を知りたい人も、気

軽に声を掛けてください！ Ask me anyth ing!

（何でも聞いてね！）

～終わりに～

I hope to see you soon!（すぐにでも皆さんに会

いたいです！）よろしくお願いします！

　

お
子
さ
ん
の
よ
り
良
い
成
長
に
役
立
て

て
い
た
だ
く
た
め
、
巡
回
児
童
相
談(

古

平
・
積
丹
地
区)

を
開
催
し
ま
す
。

　

巡
回
児
童
相
談
は
、
北
海
道
中
央
児
童

相
談
所
の
「
児
童
福
祉
司
」
と
「
児
童
心

理
判
定
員
」
に
よ
る
こ
ど
も
の
発
達
や
関

わ
り
方
に
関
す
る
相
談
が
で
き
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
の
成
長
の
こ
と
で
気
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

こ
ん
な
こ
と
が
気
に
な
る

◆
こ
と
ば
が
気
に
な
る

　

発
音
、
話
し
方
、
吃
音
、
こ
と
ば
の

　

遅
れ
、
独
り
言
な
ど

◆
発
育
や
発
達
の
様
子
が
気
に
な
る　

　

視
線
が
合
わ
な
い
、こ
だ
わ
り
が
強
い
、

　

年
齢
に
合
っ
た
遊
び
が
で
き
な
い
な
ど

◆
落
ち
着
き
の
な
さ
や
行
動
が
気
に
な
る

　

落
ち
着
い
て
座
っ
て
い
ら
れ
な
い
、
常

　

に
そ
わ
そ
わ
し
て
い
る
、
飛
び
出
す
、

　

暴
力
的
な
と
こ
ろ
が
あ
る
な
ど

◆
他
の
子
と
う
ま
く
遊
べ
な
い

　

人
と
の
や
り
取
り
が
苦
手
、
人
の
輪
に

　

入
れ
な
い
な
ど

◆
し
つ
け
に
つ
い
て
困
っ
て
い
る

◆
学
校
や
幼
児
セ
ン
タ
ー
へ
行
き
た
が
ら

　

な
い

※
こ
れ
ら
以
外
に
も
様
々
な
相
談
を
受
け

　

つ
け
て
い
ま
す
。

 

巡
回
児
童
相
談
は
、
申
込
が
必
要
で
す

◆
実
施
日
及
び
場
所

　

平
成
29
年
11
月
15
日(

水)

　
　

古
平
町
文
化
会
館

　

平
成
29
年
11
月
16
日(

木)

　
　

積
丹
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

◆
申
込
期
間　
　

10
月
13
日(

金)

ま
で

※
申
し
込
み
状
況
に
よ
っ
て
は
、
別
日
及

　

び
別
会
場
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
指
定
日
時
及
び
申
し
込
み
期
間
以
外
で

　

も
相
談
は
可
能
で
す
。
ま
ず
は
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
合
せ
先

　

保
健
福
祉
課　

健
康
推
進
係

　
　

☎
42
‐
２
１
８
２
（
内
線
12
・
13
）

くらし

お
子
さ
ん
に
気
に
な
る
点
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

お
子
さ
ん
に
気
に
な
る
点
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
　
　
　
　
　
　

〜
巡
回
児
童
相
談
の
お
知
ら
せ
〜

　
　
　
　
　
　
　

〜
巡
回
児
童
相
談
の
お
知
ら
せ
〜

平
成
26
年
度

10
人

平
成
27
年
度

５
人

平
成
28
年
度

７
人

巡
回
児
童
相
談
人
数
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古
平
町
岬
短
歌
会

古 

平 

俳 

句 

会

い
き
い
き
・
ほ
の
ぼ
の
文
芸

越
後
よ
り
継
が
れ
て
残
る
盆
踊　
　
　
　

浜
風
が
郷
愁
の
せ
し
踊
唄

　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡　

辺　

嘉　

之

昨
日
よ
り
今
日
の
秋
草
い
ろ
深
く　
　
　

夕
ま
ぐ
れ
秋
し
の
び
寄
る
家
居
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

高　

橋　

重　

子

　
海
開
潮
の
香
に
酔
ひ
人
に
酔
ひ　
　
　
　

夏
霧
の
次
ぎ
つ
ぎ
砕
き
出
船
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

室　

谷　

弘　

子

父
の
こ
と
母
を
重
ね
て
墓
参
り　
　
　
　

揚
げ
花
火
こ
こ
は
岬
の
番
外
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　

仲　

谷　

比
呂
古

　

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

い
つ
の
間
に
姉
等
二
人
も
世
を
去
り
ぬ
苦
労
が
宝
の
因も

と

に　
　
　
　
　
　

泉　
　
　

清　

三

夏
の
海
テ
ト
ラ
に
集
ふ
は
水
鳥
か
は
た
ま
た
風
波
か
海
面
揺
れ
を
り　
　

金　

子　

寿　

子

裏
庭
に
静
か
に
咲
け
る
ど
く
だ
み
は
そ
こ
は
か
匂
ふ
夕
暮
れ
の
頃　
　
　

坂　

本　

信　

子

盆
す
ぎ
て
孫
ら
い
っ
せ
い
に
帰
り
ゆ
き
静
け
く
一
人
の
住
ま
ひ　
　
　
　

鈴　

木　

時　

子

あ
ま
り
に
も
無
残
な
ニ
ュ
ー
ス
見
る
度
に
ひ
た
す
ら
無
事
を
祈
る
毎
日　

田　

中　

香　

七
十
す
ぎ
朝
一
番
に
湿
布
は
り
血
圧
は
か
る
今
日
の
は
じ
ま
り　
　
　
　

寺　

田　

カ
ツ
子

夕
暮
れ
に
そ
ぞ
ろ
歩
き
の
散
歩
道
風
鈴
の
音
心
地
よ
き
か
な　
　
　
　
　

小
山
内　

い
お
子

　

徐
々
に
肌
寒
い
日
が
増
え
、

季
節
は
本
格
的
な
秋
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
読
書

の
秋
と
い
う
言
葉
も
あ
り
ま

す
が
、
来
た
る
10
月
７
日
に

「
ミ
ス
テ
リ
ー
記
念
日
」
と

い
う
本
に
ま
つ
わ
る
記
念
日

が
あ
る
の
を
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
。「
ミ
ス
テ
リ
ー
記
念

日
」
と
は
、
ミ
ス
テ
リ
ー
小

説
お
よ
び
推
理
小
説
の
先
駆

者
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
小
説

家
、
エ
ド
ガ
ー
・
ア
ラ
ン
・

ポ
ー
の
命
日
で
す
。
著
作
で

あ
る
『
モ
ル
グ
街
の
殺
人
』

は
、
世
界
初
の
推
理
小
説
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

こ
の「
ミ
ス
テ
リ
ー
記
念
日
」

に
ち
な
み
、
文
化
会
館
図
書

室
に
所
蔵
し
て
い
る
ミ
ス
テ

リ
ー
小
説
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

文
化
会
館
図
書
室

★
開
室
日
時

　

月
～
金
曜
日

　

（
祝
・
祭
日
を
除
く
） 

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

　

司
書
…
水
曜
日
午
前

　
　
　
　

木
曜
日
午
後

　
　
　
　

金
曜
日
午
後

★
貸
出
冊
数

　

１
人
５
冊
ま
で 

★
貸
出
期
間　

２
週
間

◇
お
問
合
せ
先

　

町
教
育
委
員
会

　
　
　

☎
42
ー
２
５
９
０

　過酷な警察学校を舞台にしたミス

テリー小説。それぞれに思惑を秘め、

入校した学生たちの間で起こる事件

を教官・風間

公親が鋭い洞

察力で見抜い

ていく。閉鎖

的な警察学校

ならではの緊

張感を味わえ

る作品です。

　青春ミステリーのジャンルで人気の高い作

家である米澤穂信。こちらは、２００１年に

実際に起きたネパールの王宮事件を取り上

げており、事件に偶

然居合わせたジャー

ナリスト・太刀洗万智

がそれについて、取

材を進めていくストー

リー。謎解きの面白

さとともに、報道とは

何かを考えさせられ

る作品です。

　ミステリー記念日の由来ともなっ

た作品。１８４１年に発表され、現

在ではおなじみになっている、密室

殺人が題材に

されています。

こちらは、 児

童向けのわかり

やすい翻訳に

なっています。

『王とサーカス』『王とサーカス』
著：米澤穂信　〈東京創元社〉著：米澤穂信　〈東京創元社〉

『教　　場』『教　　場』
著：長岡弘樹　〈小学館〉著：長岡弘樹　〈小学館〉

『モルグ街の殺人』『モルグ街の殺人』　　

著：エドガー・アラン・ポー　〈金の星社〉著：エドガー・アラン・ポー　〈金の星社〉

投稿・くらし
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入い
る
ま
が
わ

間
川
羽わ

く玖     

板い
た
が
き垣　

龍り
ょ
う
ま馬     

氏　
　

名

お
た
ん
じ
ょ
う
お
め
で
と
う

ちゃ
ん

ちゃ
ん

８
・
28

８
・
24

生
年
月
日

亮 大
介

保
護
者さ

ん
さ
ん

浜　

三

浜　

三
町
内

ご
寄
付
い
た
だ
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
（
敬
称
略
）

◎
現
金

　
　

１
０
０
０
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　

本　

間　

順　

司
（
浜　

町
）

　
　
　

１
１
２
，
０
０
０
円

　

フ
ィ
ッ
シ
ュ
ラ
ン
ド
ト
ロ
フ
ィ
ー

　

フ
ェ
ス
タ
Ｎ
ｏ
ｒ
ｔ
ｈ　

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ

　

ジ
ギ
ン
グ
バ
ト
ル
Ｉ
Ｎ
積
丹

　
　

実
行
委
員
会
代
表　

阿　

部　

孝　

浩

（
余
市
町
）

平
成
29
年
９
月
22
日
発
行
第
５
０
３
号

■
編
集
／
発
行

：

古
平
町
役
場
企
画
課
広
報
統
計
係

　

古
平
町
大
字
浜
町
40
番
地
４　

☎（
代
）
42

－

２
１
８
１

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス h

ttp
:/
/
to

w
n
.fu

ru
b
ira

.lg
.jp

/

■
印
刷

：（
株
）毛
利
印
刷

広
報  

ふ
る
び
ら 

10
月
号

前月比

人　口 3,146人 （ー１）

男 1,492人 （＋１）

女 1,654人 （ー２）

世帯数 1,769世帯 (ー１）

外国人 　 46人 （ ０ ）

男     2人 ( ０ ）

女  　44人 （ ０ ）

町の人口と世帯数

（平成29年８月末日現在住民基本台帳人口）

五
十
嵐
敬
三

大
橋　

イ
サ

阿
部
ヨ
シ
エ

氏　
　

名

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

さ
ん

さ
ん

さ
ん

90
歳

90
歳

95
歳

年
齢

９
・
４

８
・
30

８
・
25

死
去
月
日

本　

町

沖　

町

　

旭 町
内

中学生職場体験　 　それぞれの職場で「働くこと」を学ぶ
　８月３０日から９月１日までの３日間、古平中学校の３年生１５人が古平町や余市町のさまざまな職場で、体
験学習を通じて「働くこと」とはどういうことなのかを学びました。今回は町内の職場で体験した５人に話を
聞いてみました。

①齊藤 みくるさん　（風花）

「働くのは大変でした。職員の方が入居者との接し方に
ついて様々な配慮をしていてすごいと思いました。」

②金子 桂剛さん
　（港寿司）【写真左】

「初めての体験でした
が、優しく教えてくれて
働きやすかったです。」

③小林 颯さん
　（港寿司）【写真右】

「普段やらないことを経
験しましたが、親切な指
導で学びやすい環境でし
た。」

④中村 水音さん
　（古平町役場）

「最初は仕事が大
変だと思いました
が、１つ１つのこ
とをしっかりと行
えばいいと学びま
した。」

⑤木村 洸優さん
　（海洋センター）

「仕事がどういうも
のなのかが分かって
よかったです。また、
普段の学校の授業と
は違い時間が経つの
が早かったです。」

①
②

④ ⑤

③

住民紹介・くらし

町内に住む満１歳になる
子どもを紹介します。
今月号は９月に誕生日を
迎えた子どもです。

ゆ め か


